
 

今
年
も
厳
し
か
っ
た 

 

一
昨
年
は
台
風
の
影
響
で
棚
田
の
ほ

ぼ
全
部
の
稲
架
が
倒
壊
。
昨
年
は
空
梅
雨

で
渇
水
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
ま
た
、
稲
刈
り

期
の
異
常
な
暑
さ
で
熱
射
病
に
や
ら
れ

た
な
ど
の
声
が
ち
ら
ほ
ら
。
今
年
の
田
植

え
は
か
つ
て
な
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
順
調

に
推
移
し
た
。

六
月
中
旬
、
中

干
期
に
入
る

と
連
日
の
雨

で
中
干
が
で

き
な
い
。
今
年
は
何
故
か
稲
の
出
穂
も
早

く
、肝
心
な
受
粉(

開
花
期
の
晴
れ
た
日
の

昼
近
く
の
午
前
に
受
粉
す
る
。)

が
ま
ま
な

ら
な
か
っ
た
。
成
熟
期
の
八
月
は
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
発
令
さ
れ
、
炎
天

下
で
畦
草
刈
り
中
四
十
六
、
四
℃
も
あ
り
、

八
十
年
生
き
て
き
て
初
め
て
の
経
験
で

あ
っ
た
。
千
枚
田
の
用
水
は
湧
き
水
で
あ

り
、
田
ん
ぼ
の
水
も
温
も
り
、
生
殖
成
長

期
の
稲
作
条
件
は
好
適
で
あ
っ
た
が
、
八

月
の
降
雨
日
は
四
日
し
か
な
く
、
稲
刈
り

期
に
は
雨
が
多
い
の
は
誰
し
も
予
測
、…

刈
り
た
い
だ
が
、
水
を
切
る
の
が
遅
か
っ

た
む
ん
で
ぇ
ん…

と
か…

ま
ん
だ
、
チ
ョ

ッ
ト
青
い
じ
ゃ
ん
か
ん…

な
ど
、
黄
金
色

の
実
り
に
は
今
、
一
歩
。
案
の
定
、
九
月

に
入
り
、
さ
て
、
稲
刈
り
を
と
思
っ
た
矢

先
、
連
日
の
雨
、
雨
。
そ
の
雨
の
お
陰
？

で
倒
伏
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
芽(

発
芽)

が
で
て

し
ま
う
。
棚
田
の
百
姓
は
精
魂
か
け
て
育

て
た
稲
を
疎
か
に
出
来
な
い
と
雨
間
を

み
て
は
稲
刈
り
、
稲
架
か
け
を
行
っ
て
い

る
。
田
ん
ぼ
で
会
う
ご
と
に
話
題
は…

嫌

に
な
っ
ち
ゃ
う…

、
参
っ
た…

、
こ
ん
な

年
は
無
い…

、
初
じ
ま
り
か
ら
終
わ
る
ま

で
田
植
え
靴
を
履
い
て
稲
刈
り
な
ん
て

初
め
て
だ…

な
ど
の
愚
痴
と
疲
労
感
が

垣
間
見
え
る
。
常
日
頃
は
冗
談
や
屈
託
の 

な
い
棚
田
の
百
姓
衆
に
も
、
さ
す
が
に
笑

顔
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
コ
ロ
ナ
回
避
族

は
、
相
変
わ
ら
ず
賑
や
か
い
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 205 号  

日 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

1  4.5 10.0   

2  0.5   24.5 

3 0.5  17.0  39.5 

4 10.0  73.0  9.0 

5   9.5  1.0 

6   169.0  10.5 

7   20.5  75.0 

8   42.0   

9   80.5  19.5 

10 22.0 24.5 20.5  46.5 

11 0.5 86.0 8.0 1.5 4.0 

12  1.5   小雨 

13  26.0 12.5  8.0 

14  8.5 36.0   

15   0.5   

16 56.0    小雨 

17   8.0  1.5 

18 9.5 13.5 12.5  1.0 

19 66.5 27.5    

20 0.5    1.5 

21 0.5  1.5   

22  5.5 16.0 0.5 1.5 

23    8.5 小雨 

24  6.0 5.5  - 

25  10.0 64.5  - 

26  5.5 72.5  - 

27   2.5  - 

28  34.0  4.0 - 

29     - 

30  103.0 2.5  - 

31 4.5 - 0.5   - 

資料:気象庁 地点 新城 

表は田植えから稲刈りまでの雨量を
示した。４月中旬に計 110mm の雨が
幸い、田植えは難なくできた。6 月中
旬梅雨入りと同時に雨が多く、開花・
交配が危ぶまれた。8 月は雨の日が 4

日のみの晴天続き、かつてない暑さに
辟易。稲刈り期には雨続きを予測した
が、これほど雨が続くとは…棚田の百
姓は 3 年続きで泣かされた。 
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四
谷
の
千
枚
田
の
た
ん
け
ん 

一
年
生 

九
月
二
日
、
明
日
の
天
気
予
報
が
雨
だ

っ
た
の
で
、
一
年
生
は
、
四
谷
千
枚
田
の

た
ん
け
ん
を
本
日
行
い
ま
し
た
。
バ
ス
を

降
り
る
と
、
実
っ
た
稲
が
広
が
る
千
枚
田

の
光
景
に
「
な
ん
か
、
美
し
い
！
」
と
表

現
す
る
子
も
い
ま
し
た
。
稲
の
穂
が
垂
れ

て
い
る
と
こ
ろ
や
田
ん
ぼ
が
乾
い
て
い

る
様
子
、
カ
エ
ル
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ

な
ど
の
生
き
物
や
稲
刈
り
を
し
て
働
い

て
い
る
人
な
ど
を
発
見
し
ま
し
た
。
四
谷

の
小
山
さ
ん
か
ら
「
生
き
物
と
千
枚
田
」

の
話
も
聞
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
旧
連

谷
小
学
校
へ
寄
り
、
運
動
場
を
た
ん
け
ん

し
ま
し
た
。
学
び
の
多
い
「
た
ん
け
ん
」

に
な
り
ま
し
た
。 

千
枚
田
で
稲
刈
り 

五
年
生  

九
月
十
五
日
、
千
枚
田
で
稲
刈
り
を
し

ま
し
た
。
夏
に
は
緑
一
杯
の
千
枚
田
で
し

た
が
、
現
在
は
稲
刈
り
の
真
っ
た
だ
中
で
、

刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
も
い
く
つ
か
見

ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
、
千
枚
田
保
存
会
の
小
山
さ
ん

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
校
の
田

ん
ぼ
の
稲
を
刈
り
ま
し
た
。
初
め
て
使 

う
鎌
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
一
株
ず
つ
丁

寧
に
刈
っ
て
い
き
ま
す
。
徐
々
に
慣
れ
て

き
た
の
か
、
手
で
つ
か
め
る
二
～
三
株
を

一
気
に
刈
る
子
も
い
ま
し
た
。
本
日
の
気

温
は
三
十
二
℃
と
、
八
月
の
猛
暑
に
比
べ

れ
ば
穏
や
か
で
し
た
が
、
中
腰
の
作
業
は
、

思
い
の
ほ
か
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

稲
を
刈
り
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
あ
ず
ま

屋
で
一
息
つ
い
た
と
き
に
は
、
千
枚
田
の

涼
し
い
風
が
、
子
ど
も
た
ち
を
労
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 
 

脱
穀
は
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

市
立
鳳
来
寺
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
選
定 

:  

愛
知
県
と
名
古
屋
市
は
、「
愛
知
目
標
」

の
目
標
年
及
び
「
国
連
生
物
多
様
性
の1

0

年
（2

0
1
1

年
～2

0
2

0

年
）」
の
最
終
年

に
地
域
全
体
の
気
運
の
盛
り
上
げ
を
図

る
取
組
の
一
環
と
し
て
、
愛
知
目
標
の
達

成
に
向
け
た
取
組
を
総
括
し
、
更
な
る
取

組
の
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、C

O
P

1
0

以
降
に
愛
知
県
内
で
行
わ
れ
た
生
物
多

様
性
の
保
全
や
持
続
可
能
な
利
用
に
関

す
る
取
組
事
例
を
募
。
鞍
掛
山
麓
千
枚
田

保
存
会
は
「
生
き
も
の
と
共
生
し
た
コ
メ

づ
く
り
」
と
題
し
て
応
募
、
グ
ッ
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
に
選
定
さ
れ
た
。 

敬
老
会 

 

連
谷
公
民
館
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
回
避

の
た
め
、
恒
例
の
敬
老
会
の
催
し
を
中
止

し
ま
し
た
。 

海
老
の
信
号 

 
昭
和
四
十
九
年
七
月
、
海
老
中
町
に
設

置
さ
れ
た
信
号
機
も
四
十
六
年
の
間
、
住

民
の
安
全
を
見
守
っ
て
き
た
が
、
今
回
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。 

保
存
活
動
三
十
年 

 

平
成
三
年
九
月
二
十
三
日
、
五
十
歳
の

誕
生
日
、
こ
れ
ま
で
単
身
赴
任
や
村
の
お

付
き
合
い
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
多
々

ご
迷
惑
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
お
返

し
に
何
か
地
域
の
お
役
に
立
つ
こ
と
は

…

思
案
の
結
果
、
荒
廃
の
進
む
千
枚
田
を

地
域
の
宝
と
し
て
「
五
十
に
し
て
天
命
を

知
る
」
を
念
頭
に
置
き
、
保
存
活
動
を
始

動
。 

 

以
来
三
十
年
、
紆
余
屈
折
。
耕
作
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
行
政
の
方
々
と
共
に
四

谷
の
千
枚
田
の
保
存
、
活
性
に
お
世
話
に

な
っ
た
り
、
な
ら
れ
た
り
、
今
で
は
市
や

県
の
顔
、
国
民
の
財
産
・
宝
と
し
て
全
国

的
な
知
名
度
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
た
。 

 

保
存
活
動
始
動
以
来
、
毎
朝
四
時
半
か

ら
千
枚
田
の
ご
機
嫌
伺
い
に
一
周
。
三
十

年
歩
い
て
い
た
ら
八
十
歳
に
な
っ
ち
ゃ

っ
た
。 

   

行 
 

令

和

二

年

十

月

一
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鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

満
年
齢
七
十
九
歳
以
上
の
敬
老
者 

連
合
区 

四
十
七
戸 

二
十
九
名 

 
 

方 

瀬 
 

六
名 

与
良
木 

六
名 

 
 

真 

菰 

六
名 

 

松 

下 

十
一
名 

四
谷
区 

五
十
戸 

 

二
十
四
名 

 
 

大 

代 

五
名 

大 

林 

六
名 

 
 

身
平
橋 

十
三
名 


